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の研究会を開催 したい、 という声が複数のメ ンバーから
聞かれていた。一方で、学術集会に教育講演やコメンテー
ターとしてご協力いただいた稲葉一人氏(中 京大学法科



























































































をテーマ と した研 究会で は児童相談 所職 員、メデ ィカル
ソー シャル ワーカーな どの参加 もあ った。 また、回答者
の年代 は、20歳代45名(13.1%)、30歳代160名(46/6%)、
40歳代96名(28.0%)、50歳代以上31名(3.2%)であ り、
中堅層以上 の参加 が多か った(図2)。 回答者 の所属 は、
救 急 外 来 ・外 来141名(41.1%)、集 中治 療 室等118名
(34.4%)、病棟35名(10.2%)、その他51名(14.9%)で
あ った(図3)。
本 研究会 へ の参加 動機 は、 レベル ア ップ196名(57.1
%)、意見交換92名(26,8%)、疑問 の解決50名(14.6%)
な どであ った(複 数 回答、 図4)。
今後 の仕事 への有 用性 は4段 階(そ う思 う、 どち らか
といえばそ う思 う、 どち らか といえばそ う思 わない、 そ
う思 わな い)で 質 問 した。 そ の結 果、 そ う思 う269名
(78.4%)、どち らか といえ ばそ う思 う62名(18.1%)、
どち らか といえばそ う思 わな い5名(1.5%)、そ う思わ
な い3名(0.9%)で あ り、 ほとん どの者 が今後 の仕 事
に活用で きると回答 した(図5)。
倫理 的対応能力向上へ の有用性 につ いて は、第4、5、
7、9、10回 の研究会の参加者への質問 と して設定 し、
4段階(そ う思 う、 どち らか といえばそ う思 う、 どち ら
か といえばそ う思わない、そ う思わない)で 質問 した。
回答者数 は204名であ り、 そ う思 う171名(83.8%)、ど
ち らか といえばそ う思 う32名(15.7%)、どち らか とい
えば そ う思わ ない1名(0.5%)で あ り、 ほ とん どの者
が このよ うな研究会が看護師の倫理的問題への対応能力
向上 に有用であ ると回答 した(図6)。
本研究会の運営方法について は、4段 階(よ か った、
どち らか といえばよか った、 どち らか といえばよ くなか っ
た、 よ くなか った)で 質問 した。 そ の結 果、 よか った
238名(69.4%)、どち らか といえ ばよか った85名(24.8
%)、どちらかといえばよくなか った15名(4.4%)であっ
た(図7)。 ほとん ど肯定 的な意見 ではあ るが、運 営方
法に は工 夫が必要であ る。
また、本研究会への希望についての 自由記述欄 には、
「他施 設 の人 ・他 職種 の意見 を聞 くことがで きて参考 に
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